
創業者 青井忠治は、自身が進学で苦労した経験から学生に深い関心を持ち、
わが国の次代を担う人材、社会に有為な人材の養成に寄与することを目的とし
て1973年1月に「青井奨学会」を設立。以来40年以上にわたり、大学・高校
奨学金給付事業を中心に、交流・絆づくり支援事業、研究助成金交付などをお
こなってきました。事業の公益性が認められ、内閣総理大臣より認定を受け、
2012年4月から「公益財団法人青井奨学会」として新体制がスタートしました。

「志」を高く、挑戦する気持ちを忘れずに
青井奨学会は、丸井の創業者である青井忠治が当時
の丸井の株式100万株と現金1億円、合わせて10億
円相当の私財を投じて、1973年に設立したものです。
私は設立当初から理事長として42年にわたり、創立者
の意思を受け継いで事業の発展に関わってきました。
　一般的に奨学会というと、社会人になってから徐々
に借りた奨学金を返済していく仕組みが一つの特徴で
す。しかし私は、「本当の意味での奨学金とは、全額差
し上げて初めて喜ばれるもの。将来返金してもらうので
は何も意味がない」と創立者にお願いし、青井奨学会
は返済不要という仕組みでスタートを切りました。これ
までの累計卒業生数は1,413名です。私は皆さんに、
「志」を高く持って、いつも挑戦する気持ちを忘れずに、
力強く生きていってほしいと願っています。
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奨学金給付総額

16億4,600万円
累計卒業生数

1,413名
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青井奨学会の集会に参加された奨学生の皆さまと当社名誉会長 青井 忠雄

選考委員会で奨学金内定者を審査する当社代表取締役社長 青井 浩
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